
① 有形固定資産（リース資産を除く）
定額法

② 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法

③ リース資産
　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

　 所有権移転外ファイナンス・リース取引については通常の売買取引に準じた会計処理によっている。

(単位：円)
科　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
　　大阪府債 30,000,000 0 0 30,000,000

小　　　計 30,000,000 0 0 30,000,000
特定資産
　退職給付引当資産
　　普通預金 11,718,611 40,532,015 2,768,894 49,481,732
　　投資有価証券 109,648,800 0 30,000,000 79,648,800
　減価償却引当資産
　　普通預金 40,632,203 5,000,000 20,500,000 25,132,203

小　　　計 161,999,614 45,532,015 53,268,894 154,262,735
合　　　計 191,999,614 45,532,015 53,268,894 184,262,735

(単位：円)

科　　　目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に対応
  する額）

基本財産
　大阪府債 30,000,000 (30,000,000) ― ―

小　　　計 30,000,000 (30,000,000) ― ―
特定資産
　退職給付引当資産 129,130,532 ― (0) (129,130,532)
　減価償却引当資産 25,132,203 ― (25,132,203) (0)

小　　　計 154,262,735 ― (25,132,203) (129,130,532)
合　　　計 184,262,735 (30,000,000) (25,132,203) (129,130,532)

(単位：円)
科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物付属設備 601,650 433,332 168,318
什器備品 70,624,959 37,008,653 33,616,306
リース資産 24,615,050 24,615,050 0
ソフトウェア 16,734,962 3,194,231 13,540,731

合　　　計 112,576,621 65,251,266 47,325,355

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
　　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(4) 引当金の計上基準
　　・貸倒引当金は、債権の貸倒に備えるため、過去の貸倒実績等を基に計上の要否を検討しているが、当年
　　　度まで貸倒の実績がなく、また、当期末の債権について貸倒の可能性は無いと予想されるため、計上し
　　　ていない。
　　・賞与引当金は、職員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当事業年度負担額を計上している。
　　・退職給付引当金は、職員の退職給付に備えるため、期末要支給額の100%を計上している。
(5) 消費税等の会計処理
　　　消費税等の会計処理は、税込経理方式によっている。

財務諸表に対する注記 

１．重要な会計方針

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法
　　　有価証券の評価基準は取得原価法であり、評価方法は移動平均法で行っている。
(2) 固定資産の減価償却の方法

(3) ファイナンス・リース取引の処理方法

―　６　―



５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益　
　　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。　

(単位：円)
科　　　目 帳簿価額 時価 評価損益

横浜市債平成２７年度第３回 30,000,000 29,991,000 △ 9,000
第436回大阪府債 79,648,800 80,808,000 1,159,200

合　　　計 109,648,800 110,799,000 1,150,200

補助金等の名称 交付者
前期末
残高

当期
増加額

当期
減少額

当期末
残高

貸借対照表上
の記載区分

補助金

横浜市補助金 横浜市 0 68,509,000 68,509,000 0 ―

横浜女性ネットワーク
会議開催補助金

横浜市 0 6,299,993 6,299,993 0 ―

助成金

センター横浜助成金 (公財)日本財団 1,054,436 0 1,054,436 0 一般正味財産

財団自主助成金 神奈川労働局 0 135,000 135,000 0 ―

1,054,436 74,943,993 75,998,429 0

(単位：円)

目的使用 その他
流動負債
賞与引当金 16,749,572 16,424,207 16,749,572 0 16,424,207

小　　　計 16,749,572 16,424,207 16,749,572 0 16,424,207
固定負債
退職給付引当金 121,367,411 40,532,015 2,768,894 30,000,000 129,130,532

小　　　計 121,367,411 40,532,015 2,768,894 30,000,000 129,130,532
合　　　計 138,116,983 56,956,222 19,518,466 30,000,000 145,554,739

６．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
　　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次のとおりである。

（単位：円）

合計

７．賞与引当金及び退職給付引当金の増減額及びその残高
　賞与引当金及び退職給付引当金の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科　　　目 前期末残高 当期増加額
当期減少額

当期末残高

―　７　―



(1) リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相当額
（単位：円）

取得価額相当額
減価償却累計額相当額
期末残高相当額

(2) 未経過リース料期末残高相当額
（単位：円）

1年以内 1年超 合計
0 0 0

(3) 当期の支払リース料、減価償却費相当額
（単位：円）

支払リース料 5,263,704
減価償却費相当額 5,094,230

(4) 減価償却費相当額の算定方法は、1.重要な会計方針 （2）③に記載の通りである。

９. その他資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産増減の状況を明らかにするために必要な事項

８．ファイナンス・リース取引関係

図書管理システム
21,191,450
21,191,450

未経過リース料期末残高相当額

00

印刷工房印刷機

(5) 利息相当額の算定方法は、リース料総額とリース資産計上額との差額を利息相当額とし、
    各期への配分方法については、定額法によっている。

3,423,600
3,423,600

―　８　―


